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事務事業点検の実施について 

 

 

第１．背景 

人口減少社会、超高齢化社会、スマート社会の到来など、時代の潮流を見据えた持続可能なまちづくり

の展開と、ポストコロナ時代における将来都市像「緑の健都 かめやま」の実現に向けて、多様化・複雑化

する行政課題や行政ニーズへの対応に当たっては、限られた行政経営資源の効果的運用が一層求めら

れるところである。 

こうした中、本市の財政状況は、令和５年度末時点の財政調整基金残高が、第３次行財政改革大綱に

掲げる目標指標である「２０億円以上」を下回ったほか、令和６年度末においても更に減少する見込みであ

る。加えて、今後、廃棄物処理施設の更新や新庁舎整備、学校施設等の長寿命化を控え、財政調整基

金の繰入れに依存する財務構造を早急に改善しなければならないことは明らかである。 

こうした現状を踏まえ、抜本的な財政構造の立て直しを短期集中的に行うことを目的として「財政構造

改革骨太方針２０２４」を定め、現下の厳しい財政状況から早期に回復するため、全庁を挙げて取り組んで

いる。 

また、事務事業の有効性や費用対効果を十分見極めた上で、事業の「選択と集中」を実行し、財政健

全化と政策推進の両立を図るため、改めて客観的に事務事業を点検する必要があり、その実施を令和５

年度に引き続き「令和６年度行政経営の重点方針」の１つとして掲げた。 

 

第２．目的 

１．行政経営資源の効果的な再配分 

２．行政が担うべき役割（範囲）の再確認 

３．アカウンタビリティと客観性の向上 

４．第３次総合計画の策定過程への反映 

 

第３．実施時期 

令和６年１０月中 

 

第４．点検対象事業及び選定方法 

１．点検対象事業 

令和６年度当初予算における一般財源額が概ね 15,000 千円以上の事業を原則対象とする。ただ

し、一般財源額が 15,000 千円未満であっても、対象事業に関連する事業は対象とする。 
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２．選定方法 

１の事業から、次に当てはまる事業のうち、予算削減効果の可能性が高い事業を選定する。 

（ア）予防接種 

（イ）施設管理 

（ウ）特定団体への補助金 

（エ）市単独事業 

 

３．選定事業 

区  分 事   業   名 担   当   部   署 

予防接種 予防接種費用助成事業 
健康福祉部健康政策課健康づくりＧ 

子ども未来部子ども総合支援課母子保健Ｇ 

施設管理 

総合保健福祉センター費 

（施設管理費） 
健康福祉部地域福祉課福祉総務Ｇ 

図書館（施設管理費） 教育委員会事務局図書館 

観光施設費（施設管理費） 産業環境部商工観光課観光・地域ブランドＧ 

保育所費（施設管理費） 子ども未来部子ども政策課保育サポートＧ 

待機児童館費（施設管理費） 子ども未来部子ども政策課保育サポートＧ 

幼稚園費（施設管理費） 子ども未来部子ども政策課保育サポートＧ 

特定団体 

への補助金 

団体支援事業 産業環境部商工観光課観光・地域ブランドＧ 

観光協会運営支援事業 産業環境部商工観光課観光・地域ブランドＧ 

地域まちづくり協議会支援事業 市民文化部まちづくり協働課地域まちづくりＧ 

市民活動応援事業 市民文化部まちづくり協働課市民協働Ｇ 

市単独事業 

市単土地改良事業 産業環境部農林振興課農林施設Ｇ 

飛灰再資源化事業 産業環境部環境課廃棄物対策Ｇ 

行政情報番組提供事業 政策部広報秘書課広報Ｇ 

給付事業（障がい者（児）支援事業） 健康福祉部地域福祉課障がい者支援Ｇ 

少人数教育推進事業 教育委員会事務局学校教育課学事教職員Ｇ 

地域の学び推進事業 教育委員会事務局生涯学習課社会教育Ｇ 

 

第５．点検方法 

１．点検者 

亀山市事務事業外部点検委員会 

委員会の委員は、市の行財政に関し優れた識見を有する者を市長が委嘱する 

 

２．点検の流れ 

（１）対象事業担当部署にて資料を作成する。   

（２）資料を点検者に事前送付し、必要に応じて質問事項及び補足資料作成を担当部署に依頼する。 

（３）作成した資料をもとに点検会議を実施する。 
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第６．点検結果の反映 

点検結果を踏まえ、担当部署において今後の方向性を検討し、予算編成や第３次総合計画の策定過

程に反映させる。また、点検結果は庁内で共有し、対象事業以外の同種の事業においても予算編成や事

業展開の参考とする。 

 

第７．対象事業の見直し状況の進捗管理 

内容の見直しの意見があった事務事業については、その後の見直し状況の進捗状況を定期的に調査

する。 

 

第８．スケジュール概要 

Ｒ６.６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

       

 

事業選定 資料作成 

（担当部署） 
点検会議 

今後の方向性公表 

今後の方向性の検討 


